
1 

 

 

 

「社会教育・生涯学習に関する市民意識調査」の結果（速報）について 

 

◎ 趣旨 

「社会教育・生涯学習に関する市民意識調査」の結果（速報）について説明するとと

もに，調査結果の分析や課題等について意見交換をするもの 

 

１ 調査の目的 

本市の社会教育・生涯学習の現状や市民のニーズを把握し，「第２次宇都宮市地域教育

推進計画」及び「宇都宮市読書活動推進計画」改定における基礎資料とすることを目的

として実施。 

 

２ 調査項目 

 ⑴ 回答者の基本属性について  ⑵ 人づくり全般について 

 ⑶ 生涯学習について      ⑷ 家庭教育について 

 ⑸ 地域のことについて     ⑹ 読書活動・調べものについて 

 ⑺ 図書館について 

 

３ 調査対象 

住民基本台帳に基づき，満２０歳以上８０歳未満の市民３，０００人を年齢区分無作

為に抽出 

 

４ 調査方法 

郵送によるアンケート方式（回答集計・分析については業務委託） 

 

５ 調査期間 

１０月上旬から約１か月間（ただし，遅れ票待ちの期間を含む） 

 

６ 回収結果（１１月末時点） 

  有効回収数（率）１，０９２人（３６．４％） 

 

７ 今後の調査結果の分析について 

  計画の基本目標や基本指標に係る設問について，回答者の「年齢」，「家族構成」や「経

験した地域活動の内容」等によりクロス集計を実施し，より詳細な市民意識の分析を実

施していく。（※設問ごとの回答については別紙資料参照） 

 

８ 今後のスケジュール 

  平成２８年１２月下旬～ 調査結果について分析（クロス集計など） 

平成２９年 ２月中旬  結果報告書納品 

 

 

資料５ 
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◎「社会教育・生涯学習に関する市民意識調査」質問項目について 

■ 人づくり全般について 

  １  ・実践できていることについて 

  ２  ・社会を生き抜くためには必要な力，今後身につけたい力について 

■ 生涯学習について 

３-１  ・現在の学習，文化・スポーツ活動について 

３-２ 新 ・講座やサークル活動，学習に関する情報収集について 

４-１  ・生涯学習センターとの関わりについて 

４-２ 新 
・生涯学習センターで実施される講座や利用方法のうち，利用したことや知

っているものについて 

５-１ 新 ・学んだことを活かした活動について 

５-２ 新 ・学んだ成果をもとに活動するために，役立つことについて 

  ６  ・生涯学習センターについての希望や要望 

■ 家庭教育について 

７-１  ・現代社会における「家庭の教育力」の低下について 

７-２  ・現在の家庭教育で特に問題になっていることについて 

  ８ 新 ・子どもを育てる上で親が特に心がけるべきことについて 

  ９ 新 
・家庭教育を社会全体で支援していくために，今後重点を置いた方がいいも

のについて 

■ 地域のことについて 

１０  ・地域の教育力は，子ども時代と比べてどのような状況にあるかについて 

１１  ・地域の教育力が低下している原因について 

１２  
・地域で子どもが健やかに育まれるようにするために，地域で特に力を入れ

るべきことについて 

１３  ・地域の子どもと関わる活動への参加意欲について 

１４-１ 新 
・参加している（参加したことがある）地域活動について 

・これから参加してみたい活動について 

１４-２ 新 ・主に地域活動をする場所について 

１５ 新 
・地域活動を始める（始めた）きっかけについて 

・今後どんなきっかけがあれば地域活動を始めるかについて 

１６  ・地域活動をする上で支障となるものについて 

■ 読書活動・調べものについて 

１７ 新 ・最近１年間の紙の本，電子書籍の読書について 

１８ 新 ・最近１年間の情報収集や情報検索について 

■ 図書館について 

１９ 新 ・最近１年間の図書館や図書室の利用について 

２０-１ 新 ・図書館や図書室を利用する主な目的について 

２０-２  ・図書館や図書室を利用しない理由について 

２１  ・図書館で行っているサービスの認知度について 

２２  ・図書館への要望 

 


























